
インスリンWEB講演会

2023年3月13日（月） 19:00～20:10日 時

会 場

【URL】 https://bit.ly/3w6Amz7

*Microsoft Teams にて同時配信いたします。
下記URLまたはQRより事前登録をお願いいたします。

一般講演 19:00〜19:30

座 長

望月内科医院 院長

望月 健太郎 先生

『 CGMを用いた栄養相談&
個々の生き方 』

演 者

後藤医院 管理栄養士

鈴木 純子 先生

特別講演 19:30〜20:10

座 長

後藤医院

榎澤 尚子 先生

『 新しい時代を迎えた糖尿病治療
〜IDegLiraへの期待〜』

演 者

医療法人 たねだ内科クリニック 院長

種田 嘉信 先生

静岡東部糖尿病療養指導士（LCDE）1単位（申請中）
※医療従事者のみのご参加とさせて頂きます。

三島文化会館 第一会議室

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
試験概要を示します。

本試験では、前治療の経口血糖降下薬(メトホルミン、α-GI、TZD、SU、SGLT2阻害薬またはグリニド薬)による治療で十分な血糖コントロールが得られていない、日本人2型糖尿病患者819例を対象として、投与後52週におけるゾルトファイ®配合注、IDegおよびLira1.8mgの有効性および安全性を比較検討しました。

対象患者を、前治療の経口血糖降下薬(投与量は変更せず)の併用下で、ゾルトファイ®配合注、IDegまたはLira1.8mgを1日1回投与する群のいずれかに1:1:1の比率で無作為に割り付けした、3群並行、非盲検試験です。

解析については、HbA1cなど連続変数のエンドポイントは、治療、前治療の経口血糖降下薬を固定効果、各パラメータのベースライン値を共変量とした共分散分析モデルを用いて行いました。インスリン投与量は、上記と同じ要因を固定効果、ベースラインのHbA1cおよびベースラインのインスリン投与量を共変量とした共分散分析モデルを用いて解析しました。

有害事象は、ゾルトファイ®配合注群で全275例中229例(83.3%)、IDeg群で全271例中216例(79.7%)、Lira1.8mg群で全273例中229例(83.9%)に認められ、重篤な有害事象はゾルトファイ®配合注群で17例(6.2%)、IDeg群で13例(4.8%)、Lira1.8mg群で14例(5.1%)、死亡例はゾルトファイ®配合注群で1例(0.4%)でした。投与中止に至った有害事象はゾルトファイ®配合注群で8例(2.9%)、IDeg群で6例(2.2%)、Lira1.8mg群で6例(2.2%)でした。

学習のポイント
DUAL　I　Japanでは、経口血糖降下薬単剤で治療中の日本人2型糖尿病患者819例を対象に、ゾルトファイ®配合注の有効性と安全性を、経口血糖降下薬併用下でIDegおよびLira1.8mgと比較しました。
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主催 : ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

インスリンWEB講演会
ご視聴方法

①【リモート参加での聴講 ~PCの場合~ 】
本講演会はMicrosoft Teamsを使用した講演会です。
下記、URLまたはQRコードより事前登録をお願いいたします。

URL:

【ご参加手順①】
送信された参加用URLからMicrosoft Edgeまた
はGoogle Chromeにてアクセス頂き、右記の画
面に移りましたら、「このブラウザーで続ける」をご選
択下さいますよう、お願い申し上げます。
※ Internet Explorer は作動しない場合がございます

【ご参加手順②】
ご施設名、お名前をご入力ください。
右記の画面に移りましたら、「今すぐ参加」をクリッ
クし、ご参加ください。
※ご参加の際には、マイクはミュートの状態に、ご
設定ください。

②【リモート参加での聴講 ~iPad/スマートフォンの場合~ 】

スマートフォンやタブレットからご参加の場合は、Teamsアプリ（無料）を事
前にインストールし、事前登録後に送信されたURLよりご参加頂きますよう
お願い申し上げます。

https://bit.ly/3w6Amz7

ノボ ノルディスクは創立100周年を迎えました。
私たちは、現在そして未来の世代のために、
より健康的な世界の実現に向けて
たゆまぬ変革を推進していきます。
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